＜本人控え＞

申　請　に　関　す　る　留　意　事　項

１．（研究員・研修員の申込み） 

本学の研究員・研修員を希望する方（以下「申請者」という）は、あらかじめ本学研究者または希望研究指導教員と研究・研修方法などを調整のうえ、原則として研究・研修期間開始２週間前までに、申請料を納めてください。領収書写し、又は証紙を同意書に添付のうえ、申請書を研究者または研究指導教員に提出して下さい。

２．（利用承諾）
申請書が提出された後、本学関係部署等の決裁を得て、研究・研修指導料の請求を行います。請求書受領後速やかにお支払いください。また、指導料の納入が確認できましたら、担当課を通じて指導教員宛に本学より証明書を発行いたします。
	　利用料金表

　申請料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
金　額

消　費　税

合　計

備　考

10,000

1,000

11,000

　指導料　（最低額）
金　額
消　費　税
合　計
備　考
受託研究員

20,000

2,000

22,000

月　額

研　修　員

30,000

3,000

33,000

月　額

　

　 ※　上記金額は最低額とし研究指導者と協議の上決定すること
· 指導料は月額単位とする

· 消費税については、税率が変更された場合には、変更後の税率を適用する
· 指導料は他大学や他研究機関等の非営利団体から受け入れる場合について免除することがある
· 研究指導によって必要となる研究費は別途請求する
· お支払いいただいた、申請料・指導料は理由のいかんにかかわらず、返還しないものとする


　 
３．（利用の制限）
次のような場合には、設備等の利用をお断りすることがあります。
① 本学の目的に著しく反する行為をするおそれがあると認められたとき。 
② 建物又は設備等を破損し、あるいは滅失するおそれがあると認められたとき。
③ その他本学の運営上、支障があると認められるとき。

４．（利用承諾の取消）
利用が承諾された後でも、この承諾の条件に違反したとき、又は違反するおそれがある場合は、その承諾を取り消すことがあります。  
５．（機器の持込み）
研究機器などの持込みをご希望のときは、あらかじめ本学担当部署にご連絡下さい。持ち込み機器は本学の設備等と明確に区別できるようにお願いします。

６．（設備等の取扱い）
本学既存の設備等を利用される場合は、本学研究者または指導教員の指示のもとに本学の定める事項を遵守して下さい。また、本学の取扱い補助者を必要とする場合には、あらかじめご連絡下さい。その利用料は別途協議させていただきます。

７．（損害の賠償）
故意又は過失により本学の設備等及び備品などを損傷又は滅失したときは、 その損害を賠償していただきます。ただし、不可抗力と判断される場合は、この限りではありません。

８．（保安確保）
特に指定された区域内での所定の服装の着用、指定区域内への立入りの禁止、 その他安全作業の確保、災害の防止、設備等の保全などのために行う本学の指示に従って下さい。

９．（災害補償）
研究員・研修員の期間中における、災害．疾病等については全て、申請者本人の責任において対応してください。
10．（機密保持）
本学施設の利用にあたり、他の研究者が利用している区域への立入りは原則禁止と致します。また、本学において知り得た 研究内容及び試験内容及び結果を第三者に開示、発表する場合は本学と協議の上行うものとします。

11．（雇用の制限）

研究員・研修員の期間中は本学と臨時職員等の雇用契約を締結することはできません。


12．（その他）
これに定める事項で疑義が生じた場合、又は定めがない事項については、本学と申請者または申請者の属する団体の間で協議のうえ決定するものとします。
研究員・研修員　申請に関する確認事項
下記事項を確認の上、同意・署名欄に署名・捺印の上ご提出ください。

１．（利用承諾）
申請書が提出された後、本学関係部署等の決裁を得て、研究・研修指導料の請求を行います。請求書受領後速やかにお支払いください。また、指導料の納入が確認できましたら、担当課を通じて指導教員宛に本学より証明書を発行いたします。

	利用料金表

　申請料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
金額

消費税

合計

備考

10,000

1,000

11,000

　指導料（最低額）

金額

消費税

合計

備考

受託研究員

20,000

2,000

22,000

月額

研　修　員

30,000

3,000

33,000

月額

　

　 ※　上記金額は最低額とし研究指導者と協議の上決定すること

· 指導料は月額単位とする

· 消費税については、税率が変更された場合には、変更後の税率を適用する
· 指導料は他大学や他研究機関等の非営利団体から受け入れる場合について免除することがある

· 研究指導によって必要となる研究費は別途請求する


２．（支払方法）

申請料は、申請時にお支払いいただきます。お支払いは会計課、又は証紙を購入していただき添付してください。　　なお、お支払いいただいた申請料・指導料は、理由のいかんにかかわらず返還しないものとします。

３．（利用の制限）
次のような場合には、設備等の利用をお断りすることがあります。
① 本学の目的に著しく反する行為をするおそれがあると認められたとき。 
② 建物又は設備等を破損し、あるいは滅失するおそれがあると認められたとき。
③ その他本学の運営上、支障があると認められるとき。
４．（利用承諾の取消）
利用が承諾された後でも、この承諾の条件に違反したとき、又は違反するおそれがある場合は、その承諾を取り消すことがあります。  
５．（損害の賠償）
故意又は過失により本学の設備等及び備品などを損傷又は滅失したときは、 その損害を賠償していただきます。ただし、不可抗力と判断される場合は、この限りではありません。
６．（機器の持込み）
研究機器などの持込みをご希望されるときは、あらかじめ本学担当部署に連絡の上、持ち込み機器は本学の設備等と明確に区別できるものとします。

７．（設備等の取扱い）
本学既存の設備等を利用される場合は、本学研究者または指導教員の指示のもとに本学の定める事項を遵守することとします。また、本学の取扱い補助者を必要とする場合には、あらかじめご連絡下さい。その利用料は別途協議するものとします。

８．（保安確保）
特に指定された区域内での所定の服装の着用、指定区域内への立入りの禁止、 その他安全作業の確保、災害の防止、設備等の保全などのために行う本学の指示に従うものとします。
９．（機密保持）
本学施設の利用にあたり、他の研究者が利用している区域への立入りは原則禁止とします。また、本学において知り得た 研究内容及び試験内容及び結果を第三者に開示、発表する場合は本学と協議の上行うものとします。
10．（災害補償）
研究員・研修員の期間中における、災害．疾病等については全て、申請者本人の責任において対応してください。
11．（雇用の制限）
研究員・研修員の期間中は本学と臨時職員等の雇用契約を締結することはできません。


12．（その他）
これに定める事項で疑義が生じた場合、又は定めがない事項については、本学と申請者または申請者の属する団体の間で協議のうえ決定するものとします。
東海大学　学長　様
年　　月　　日
上記確認事項に同意致します。
所属名
部署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　
研究員・研修員氏名　　　　　　　　　　　　　印
	


領収書又は証紙を添付してください。








